
 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生では，「水土里げじょう」の方々や地域の方のご協力のもと，

総合的な学習で「稲作作り」に取り組んできました。田植えやスガイ

作り，稲刈りなどを体験させていただき，実りのある１年となりまし

た。１２月には，地域の方々に感謝の気持ちを伝えるため，「米作り感

謝の会」を開きました。お米作りで学んだことを生かして，お米クイ

ズやゲームを考えることができました。自分たちで計画した感謝の会

は大成功で，子どもたちにとって大きな自信になりました。 

来年度は最高学年となります。さらにレベルアップした姿が見られ

ることを期待しています。 

「あ・い・う・え・お」の「い」である，「いつも一生懸命な子」。子どもたちは， 

日々の授業だけでなく，農園活動や運動会など，さまざまな活動に対しても 

常に一生懸命に取り組んでいました。12月 9日（木）に行われた持久走大 

会。子どもたちは，それぞれ目標を掲げ，練習に励みました。駆け足訓練の時 

間だけでなく，朝の時間や昼放課など，時間を見つけて運動場を走りました。 

当日は，少し汗ばむくらいの気温の中，自分の目標に向かって力走しました。 

目標を達成できた子，そうでなかった子。それでも全員が自分にできる一生 

懸命な走りをすることができました。目標に向かって努力する姿は素敵です。 

これからも学年目標を意識して，充実した学校生活を過ごせるよう支援していきます。 

雨天によって延期になった野外教育活動でしたが，１０月末に快晴の

中で行うことができました。 

アドベンチャーフォレストでのウォーキングでは，下条とは違う自然のよ

さを味わいました。飯ごう炊さんでは，初めてマッチに火をつける子がいた

り，火力が弱くて全然ご飯が炊けなかったりした班もあり，アクシデントが

いくつもありました。それでも経験豊富な５年生と協力して，無事レトルトカ

レーを完成させ，おいしく食べることができました。帰校してからも，今年度

初めて取り組んだトーチトワリングを披露しました。１か月という短い時間

で練習をし，『群青』にのせて光のパフォーマンスを成功させました。 

日常とは違う環境の中で，安全に留意し，自分たちで野外をやり切った

ことで，満足感や達成感で満ちていました。 

みのりでは，カブトムシの幼虫を飼育しています。昨年夏に，卵から孵化した幼虫です。 

卵→幼虫→さなぎ→成虫になる様子を観察することで，命のつながりを感じることができ 

ています。しかし，昨夏は，たくさんいた幼虫の半分しか成虫になりませんでした。飼育ケー 

スを調べると，さなぎになれなかった黒い姿の幼虫を見つけました。子どもたちは，図鑑で 

調べ，幼虫を触りすぎたことが原因だということが分かりました。そして，カブトムシの生態や飼育するポイントを画用紙に

書いてまとめました。その後は，適度な水やりや土替えをし，必要以上には触らないようにしました。１２月に入ると，幼虫

たちの動きも鈍くなり，休眠に入る時期だと感じた子どもたちは，飼育ケースに段ボールを被せ，暗くして冬越しできるよ

うに環境を整えました。今年の夏には，たくさんの羽化したカブトムシに会えるのを楽しみにしている子どもたちです。 

(3) 令和４年２月１日 （2） 

    わ た し 船  

                          社会科では，豊橋の農作物の一つ，菊の葉について勉強をしました。その中で，菊の葉は

全国で豊橋だけ，しかも下条でしか栽培をしていないと知り，子どもたちはとても驚いていま

した。また，９月２９日（水）には，実際にハウスを見学させていただきました。見学の途中で，

食べてみてもいいと言ってくださったので，食べてみることにしました。いざ一口食べてみる 

と，「苦い！」と想像以上の苦さで，口の中が大変なことに！その後も，一面に広がる菊の葉に圧倒されつつも，触ったり， 

匂いをかいだり，質問をしたりして，一生懸命わかったことを紙いっぱいに書いていました。子どもたちにとって身近な農 

業に改めて触れ，菊の葉のひみつをたくさん知ることができ，とても充実した時間になりました。 

１０月２８日㈭～２９日㈮の 2 日間，晴天に恵まれる中，修学旅行に

行きました。子どもたちは，実りある修学旅行にしたいと事前学習にも意

欲的に取り組みました。そして，「これだけは絶対に見て確かめたい。」と

思う事柄を小さなメモ帳にまとめ，手に握りしめながら各見学場所を回

りました。龍安寺石庭の石を夢中で何度も数えたり，二条城の東大手門に

一か所だけある「金の装飾の千鳥」を探しに一目散に駆け寄ったりした姿

は，それを象徴していました。かわいい鹿と触れ合えた喜び。想像をはる

かに超えた奈良の大仏の大きさ。興福寺の阿修羅像の美しさ。思わず歓声

を上げた金閣の輝き。たくさんの感動が一生の宝物になったと思います。

みんなで決めたテーマを意識したすばらしい修学旅行になりました。 

わ た し 船 

10 月の授業参観で，生活科の「あき 

みつけ」で見つけた植物を使って作ったおもちゃ 

で家の方と一緒に遊んだり，伝統玩具の遊び方を松井和久様と加藤俊郎様

に教えてもらったりしました。松井様手作りの竹とんぼ遊びでは，ドング

リゴマでの学びを生かして両手を擦り合わせて，竹とんぼを飛ばしまし

た。加藤様には，コマの紐の巻き方や投げ方など，回しのコツを教えてい

ただきました。それ以来，１年生は伝承玩具に夢中！毎日のようにコマや

竹とんぼで遊びました。コマが回ったときには「回った！」「すごい，すご

い！」と歓声があがりました。コマを回すだけでなく，手のひらに乗せた 

り，紐で散歩させたりと技を増やしました。また，自分で作った凧で凧あげをしたり，みんなで羽子板で

遊んだりしました。どの子もすてきな笑顔を浮かべて取り組みました。 

令和４年２月１日 

 

あ・い・う・え・お～！

新型コロナウイルスの感染が広がる中開催できるか心配していましたが,７月８日（木）,第

１回学校保健委員会を行いました。今,子どもたちは日常のあらゆる場面で感染予防を意識

して生活しています。そこで,手洗い・マスク・換気・距離だけでなく,感染症に負けない体をつ

くるため食生活にも気を配ってほしいとの思いからテーマを決めました。会の中では,下条っ

子がよく理解している赤・黄・緑の食品が病気の予防にどのような健康効果があるのかを栄

養教諭に教えていただき知識を深めることができました。当日は,感染症対策をしっかりと行

い,感染症対策について呼びかけ,保健給食委員全員で考えた手洗いの歌を発表しました。

翌日,手洗いの歌を歌いながら廊下を歩く子どもたちの姿を見た時は，心が温かくなりまし

た。会の中で学んだことを生かして,自分の健康は自分で守る,自己管理ができるようになっ

てほしいと思います。 

「感染症に負けない体をつくろう！ワンランクアップ食生活」


